
Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30

English for 
International

CommunicationⅠ
国際コミュニ
ケーション入門

2時限
10:40-12:10

Reading /
Writing Ⅰ

English for 
International

CommunicationⅠ

Reading /
WritingⅠ

3時限
13:10-14:40 国際関係論Ⅰ

English for 
International

CommunicationⅠ

コミュニ
ケーション論Ⅰ

English for 
International

CommunicationⅠ

4時限
14:50-16:20

Reading /
WritingⅠ

Reading /
WritingⅠ ビジネス英語Ⅰ

5時限
16:30-18:00

オンデマンド：◆  基礎演習Ⅰ

国際社会を読みとる
グローバル・リテラシーを養う

　ますますグローバル化が進む社会で必須とされていくのが英語の
能力で、さらに英語の中でも世界語とも言われるグローバル・イング
リッシュのスキルです。今や単に英語が話せればよいというのではな
く、世界のあらゆる人にわかりやすく、一貫性があるなど、グローバル
時代に求められる英語を使いこなす能力が必要になってきています。

多文化コミュニケーションの能力とITスキルを
　社会に出て仕事などで接する人々はさまざまな文化的背景をもって
います。そのため英語という共通の言語でコミュニケーションを取っ
ていても、生まれ育った国などでそれぞれの考え方、歴史、文化などの
違いがあることを認識することが重要です。相手の国についてだけで

はなく、日本の文化についてしっかり伝えるスキルも、多文化コミュニケー
ションの能力です。さらにSNSなど新しいメディアを使って、よりよい
世界を実現する方法を考えるメディア・IT関連科目も必須です。

持続可能な開発目標の達成に向けて
　本専攻が重視するのは、英語という言語をツールとして活用し、さ
まざまな文化が混じり合う環境の中で、コミュニケーションを取り、そ
の密度を上げることです。グローバル・イングリッシュを学びつつ、
IT スキルやITリテラシーにも精通し、よりよい世界をつくりあげるた
めに異文化コミュニケーションを学びます。新しい社会や持続可能な
開発目標の達成などに関心がある人には最適な専攻です。

外国語学部

国際コミュニケーション学科  国際コミュニケーション専攻
INTERNATIONAL COMMUNICATION MAJOR / DEPARTMENT OF INTERNATIONAL COMMUNICATION

必修・選択必修   ●＝英語科目   ▲＝選択外国語科目   ■＝研究科目   ◯＝演習科目

Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30

ヨーロッパ
政治経済論Ⅰ Public Speaking

2時限
10:40-12:10 中国語Ⅰ(a) 中国語Ⅰ (a) Public Speaking

3時限
13:10-14:40

English for 
International

Communication Ⅲ

非言語コミュニ
ケーション論Ⅰ

Media and 
Japanese Society

4時限
14:50-16:20 経済学Ⅰ

English for 
International

Communication Ⅲ

5時限
16:30-18:00 研究演習

必修・選択必修   ●＝英語科目   ■＝研究科目   ◆＝基盤教育科目
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 「English for International CommunicationⅠ」で
は、ツールとしての使える英語コミュニケーション
を学びます。「Reading/ WritingⅠ」でも、読み書き
を中心にした、ツールとしての使えるコミュニケーショ
ンのための英語を学びます。これら科目のすべては、
本学が誇るELI （English Language Institute ）教
員が担当します。
 「国際コミュニケーション入門」は、国際コミュニケー
ション学科に所属する教員がオムニバス形式で講
義する研究科目です。コミュニケーション、国際関係、
日本研究、在外公館派遣員制度、キャリア教育など
幅広い分野について学び、今後4年間の方向付けを
することができます。

▶１年次（前期）

　3・4年次の必修科目である「English for Inter- 
national CommunicationⅢ」は、多様なテーマにつ
いて、英語＂で＂学ぶ内容重視の授業です。扱うテー
マは幅広く、コミュニケーション、メディア、環境問題、
映像制作、スポーツ、国際平和、言語習得など、多様
な講座の中から自らテーマを選択し履修します。また、
選択外国語科目が必修となっています。
　3年次からは英語を用いてコミュニケーションを
するための教養、そして柔軟な思考と発想力を身に
つけます。

▶３年次（前期）

国際コミュニケーション専攻モデルカリキュラム

国際コミュニケーション専攻と
国際ビジネスキャリア専攻の違いを教えてください。Q
国際コミュニケーション専攻はスキルとしての英語やコンピュータを、国
際ビジネスキャリア専攻はビジネスに特化した英語やインターンシップ
などを通じてビジネスを中心に学びます。A

国際コミュニケーション専攻でも、
第二外国語を勉強することはできますか？Q
国際コミュニケーション専攻は選択外国語科目（第二外国語）が必修となっ
ています。A

受験する際の参考に、
英米語学科との違いを具体的に教えてください。Q
言語としての英語、英語圏の英語を英米語学科で主に学ぶのに対して、
当専攻ではツールとしての世界英語を学びます。コミュニケーション研究、
国際関係論、日本研究、ITを含めたメディア研究にもふれてもらい、外務
省在外公館派遣員をはじめ、世界で活躍する人材が輩出しています。

A

国際コミュニケーション専攻で
特徴的な授業を教えてください。Q
「EIC（English for International Communication）」です。英語でコミュ
ニケーションをするために必要な異文化についても同時に学ぶので、異
文化を理解しながら、英語も上達します。A

あなたのギモンを解決 Q&A

International  Communication

必修科目と選択必修科目
（）内は単位数

基盤教育科目（6）は必修科目、学科・専攻指定研究科目（34）は必修・選択必修科目として、演習科目（4）は選択必修科目として履修する。

必修選択
外国語科目

4年次1年次

英語科目

必修

選択
必修

English for International 
CommunicationⅠ（8）

 Reading / WritingⅠ・Ⅱ（8）

English for International 
CommunicationⅡ（4） 
Media EnglishⅠ・Ⅱ（4）

Advanced ReadingⅠ・Ⅱ（4）

2年次 3年次

English for International CommunicationⅢ（12）

ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ（各2）  時事英語Ⅰ・Ⅱ（各2）  Effective Language Learning Course １・2（各1）
Effective Learning Module １・2（各1）  TOEIC® 500演習（1）  TOEIC® 600演習（1）  TOEIC® 700演習（1）  TOEIC® 800演習（2）  TOEIC® 900演習（2） 
TOEFL ITP 480演習（1） TOEFL ITP 500演習（1） TOEFL iBT® 68演習L / R・S / W（各1）  TOEFL iBT® 80演習L / R・S / W（各1）から4単位

下記から1言語履修
中国語、スペイン語、韓国語、フランス語、ドイツ語、ロシア語、イタリア語、アラビア語、ポルトガル語、ベトナム語、インドネシア語、タイ語（各4）

技能別語学到達目標 

書く

検定等

理解する

話す

読む

聞く

やり取り

発表

英語

・ 学術的なテキストや講義資料を読み、正確に理解することができる。
・ 政治・経済・社会・文化・スポーツなど様々な分野の文章を読み、理解することができる。

・ 抽象的で複雑な話題について、複数の情報を整理して、概要や要点を理解することができる。
・ 政治・経済・社会・文化・スポーツなど日常的な話題について、話し手の意図を理解することができる。

・ 社会的な話題について、相手の意見を尊重しながら論理的にやり取りをすることができる。
・ 日常的な話題について、情報や考え、気持ちを積極的に相手と伝え合うことができる。

・ 大学の講義において、必要に応じて要点を明確・正確・簡潔に書いてまとめることができる。
・ 抽象的で複雑な題目について、論理的文章を書くことができる。

・ TOEIC®L＆Rテスト 800点以上を目指す
・ CEFR B2-C1レベル相当

・ 社会的な話題について、目的に応じて伝達・指導・説得する発表を論理的に展開することができる。
・ 日常的な話題について、情報や考え、気持ちなどを明確・正確・簡潔に聞き手に伝えることができる。
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